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建
設
経
済
分
科
会

市
民
福
祉
分
科
会

問
　
農
林
振
興
施
設
管
理
費
４
３
５
，２
６
８
千
円
（
３
ヵ
所
の
有

機
液
肥
供
給
施
設
）
が
、
繰
越
に
至
っ
た
要
因
と
進
捗
率
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
完
了
予
定
は

答
「
鹿
北
有
機
液
肥
製
造
施
設
」
の
解
体
工
事
は
、
３
月
14
日
に

工
事
完
了
。

　「
菊
鹿
有
機
液
肥
供
給
施
設
」
は
、
地
下
埋
設
部
分
の
解
体
が

残
っ
て
お
り
、
進
捗
率
40
％
。
今
後
汚
泥
処
理
を
６
月
ま
で
に
完

了
さ
せ
、
解
体
の
完
了
を
９
月
末
予
定
。

　「
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
」
は
、
現
在
、
汚
泥
の
搬
出
作
業
中

で
、
解
体
は
部
分
的
な
作
業
の
み
で
進
捗
率
10
％
。
８
月
末
ま
で

に
汚
泥
処
理
を
完
了
さ
せ
、
解
体
工
事
を
11
月
末
ま
で
に
完
了
予

定
。

問
　
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
補
正
額
８
，
６
０
８
千
円

の
財
源
内
訳
は

答
　
国
の
補
助
金
８
，
０
４
１
千
円
と
一
般
財
源
５
６
７
千
円
を

予
算
計
上
。
一
般
財
源
は
、
前
年
令
和
５
年
度
の
鳥
獣
被
害
防
止

総
合
対
策
事
業
の
歳
出
で
、
補
正
額
５
６
７
千
円
分
の
予
算
対
応

が
出
来
て
お
ら
ず
、
捕
獲
者
へ
の
支
払
い
も
５
年
度
に
出
来
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
補
正
後
支
払
う
予
定
。

　
現
在
、
担
当
部
署
で
国
・
県
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
回
答
が

あ
り
次
第
、
必
要
な
手
続
き
を
行
う
。

　事
業
者
、
事
業
件
数
増
に
よ
る
補
正

問
　
障
が
い
児
通
所
等
給
付
費
、
補
装
具
給
付
費
の
増
額
理
由
は

答
　
障
が
い
児
通
所
給
付
費
2
，
4
0
0
万
円
は
、
事
業
者
が
増

え
、
報
酬
単
価
の
改
定
も
あ
り
利
用
件
数
が
伸
び
た
影
響
で
補
正

す
る
も
の
。

　
補
装
具
等
給
付
費
3
0
0
万
円
は
、
実
績
見
込
み
か
ら
補
正
。

例
え
ば
、
電
動
車
椅
子
を
特
別
注
文
で
作
る
と
高
額
に
な
り
、
数

件
続
く
と
予
算
が
不
足
す
る
事
例
も
あ
り
得
る
た
め
。

　放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

問
　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
ク
ラ
ブ
数
と
運
営
形
態
は

答
　
ク
ラ
ブ
数
は
山
鹿
校
区
７
、
八
幡
校
区
２
、
三
玉
校
区
１
、

大
道
校
区
２
、
鹿
北
校
区
１
、
菊
鹿

校
区
２
、
鹿
本
校
区
４
、
め
の
だ
け

校
区
２
、
障
が
い
児
を
預
か
る
「
根

っ
こ
」、
４
月
１
日
新
設 

八
幡
校
区

「
杉
の
子
ク
ラ
ブ
」合
計
23
ク
ラ
ブ
が

あ
る
。

　
運
営
形
態
は
法
人
と
運
営
委
員
会

の
２
形
態
。

バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
解
体
11
月
末
完
了
予
定
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予算決 算予算決算

総
務
文
教
分
科
会

【予算決算委員会からの意見・要望】

　中
学
校
部
活
動
、
拠
点
方
式
を
採
用

問
　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
し
て
生
徒
が
望
む
競
技
が

当
該
中
学
校
に
な
い
場
合
は

答
　
令
和
９
年
度
か
ら
地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
活
動
を
進
め
る

１
市
１
ク
ラ
ブ
（
地
域
移
行
）
ま
で
の
臨
時
的
措
置
と
し
て
生
徒

の
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
部
活
動
の
設
置
及
び
持
続
可
能
な
部
活

動
を
目
指
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
拠
点
校
方
式
を
採
用
す
る
方
向

で
進
め
る
。

問
　
防
犯
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
と
補
助
金
は

答
　
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
新
規
設
置
希
望
の
地
区
へ
補
助
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
設
置
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
の
実

績
に
つ
い
て
10
地
区
で
補
助
金
を
活
用
し
て
防
犯
灯
を
設
置
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
に
係
る
補
助
は
な
い
が
山
鹿
地
区
防
犯
協
会
に
お

い
て
令
和
６
年
10
月
か
ら
山
鹿
市
に
居
住
す
る
住
民
、
団
体
を
対

象
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
貸
出
制
度
を
開
始
。
現
在
、
保
有
台
数
10
台

の
う
ち
４
台
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

①「鳥獣被害防止対策事業」令和５年度分で
対応すべき事案で、事務的ミスと判断される。
未払いになったことは猟友会に迷惑をかけた。
　「液肥施設建物解体工事見積り」の誤り、
「取り扱い厳重機器」の盗難。立て続けに不
祥事が発生している。執行部は適正で厳格な
事務執行を心がけていただきたい。

③工事・物品等の発注の際に
は、可能な限り市内業者に受
注の機会を確保してもらうよ
う努めていただきたい。

②「新市誕生20周年記念事業」に
対する予算根拠があいまいであり、
今後はきちんとした計画の上で計
上していただきたい。
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昨
年
度
実
施
し
た
料
金
改
定
で
、
6
月
分
料
金
か
ら
新
料
金
へ
移
行
し
て
い
る
。

令
和
7
年
度
の
給
水
収
益
は
、
使
用
水
量
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
前
年
度
比
1
千

万
円
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
現
行
の
水
道
料
金
の
算
定
期
間
は
令
和
6
〜
10
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
、
今
後

も
経
営
状
況
を
み
な
が
ら
適
正
な
水
道
料
金
、
加
入
金
等
の
検
討
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

　
老
朽
管
更
新
・
耐
震
化
計
画
で
は
、
令
和
6
〜
15
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
延
長

1.8
㎞
／
年
の
更
新
・
耐
震
化
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
現
在
は
、
病
院
や
公
共

施
設
等
の
重
要
給
水
施
設
、
漏
水
が
多
く
発
生
す
る
地
域
の
配
水
管
を
重
点
的
に

進
め
て
い
る
。
基
幹
管
路
の
耐
震
管
率
は
33
・
62
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
水
道
事
業
で
は
、
水
質
検
査
、
水
道
施
設
維
持
管
理
、
検
針
・
料
金
徴
収
等
の

業
務
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。
検
針
業
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
、
毎

月
の
委
託
会
議
に
よ
り
確
認
を
行
い
課
題
等
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

3/17
開催

建
設
経
済
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

建
設
経
済
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

【
そ
の
他
　主
な
審
査
事
項
】

●
山
鹿
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

●
山
鹿
市
町
並
み
景
観
保
全
地
区
に
お
け
る
防
火
上
の
措
置
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正

●
山
鹿
市
水
道
の
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
及
び
資
格
の
基
準
等
を
定
め
る
条

　
例
の
一
部
改
正

老
朽
管
更
新
・
耐
震
化
計
画
1
年
1.8
㎞

　
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及
な
ど
に
よ
る
使
用
料
収
入
の
減
少
や
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
更
新
需
要
の
増
大
に
よ
り
、
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
下
水
道
審
議
会
を
開
催
し
使
用
料
改
定
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
に
農
業
集
落
排
水
事
業
に
お
い
て
は
、
市
か
ら
借
り
入
れ
を
行
わ
な
い
と
経

営
が
成
り
立
っ
て
い
か
ず
、
職
員
も
下
水
道
課
職
員
全
体
で
事
業
を
賄
っ
て
い
る
。

6
・
7
年
度
の

下
水
道
審
議
会
で
使
用
料
な
ど
を
検
討

◎
金
光
　一
誠
　
　〇
古
川
　和
博
　
　服
部
　香
代
　

　芋
生
よ
し
や
　
　
　高
橋
　龍
一
　
　北
原
　和
智

【
現
地
調
査
】

市
道
廃
止
と
認
定

●
市
道
路
線
廃
止
「
水
上
西
線
」

●
市
道
路
線
認
定
「
方
保
田
永
田
2
号
線
」

現地調査「菊鹿町相良」

現地調査「方保田地内」

　
ま
た
、
施
設
は
県
内
最
大
の
処
理
場
（
20
施
設
）
を
有
し
て
お
り
、
今
後
は
施

設
の
統
廃
合
を
行
い
な
が
ら
適
正
化
し
、
7
割
程
度
の
施
設
数
に
な
る
だ
ろ
う
と

予
測
し
て
い
る
。
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問
　市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
職
員
定
数
を
2
8
0
名
に
改
め
る
内
訳
を

　答
　令
和
７
年
度
当
初
の
正
職
員
数
は
、
定
数
上
限
の
2
5
0
名
に
達
す
る
見
込

み
。
4
月
か
ら
外
来
診
療
の
み
行
っ
て
い
た
泌
尿
器
科
に
お
い
て
、
常
勤
医
師
2

名
が
新
た
に
赴
任
す
る
為
、
今
後
は
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
が
可
能
に
な
り
、
外

来
及
び
入
院
患
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
病
床
数
の
稼
働
状
況
に
よ
っ
て
不
足

す
る
看
護
師
を
始
め
薬
剤
師
、
社
会
福
祉
士
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
医
療
職
の
適

正
な
配
置
に
よ
る
効
果
的
な
病
院
運
営
を
行
い
、
今
後
の
診
療
機
能
拡
大
に
対
応

す
る
。

問
　病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
健
全
な
運
営
が
で
き
て
い
る
の
か

　答
　令
和
６
年
度
は
赤
字
決
算
の
見
込
み
で
非
常
に
心

苦
し
く
思
う
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ま
だ
残
っ
て
お
り
、

病
棟
を
閉
め
た
り
、
救
急
の
受
入
れ
を
止
め
た
り
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で
コ
ロ
ナ
関
連
補
助
金

が
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
一
つ
あ
る
。
今
後
職
員
を

増
員
し
、
働
き
方
改
革
も
考
え
な
が
ら
限
ら
れ
た
業
務

時
間
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
、
県
医
療
勤
務
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
等
と
毎
月
会
合
を
持
ち
な
が
ら
改
善
し
、
病

院
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
。

3/18
開催

市
民
福
祉
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

市
民
福
祉
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の

　
　診
療
機
能
拡
大
に
つ
い
て

◎
隈
部
　賢
治
　
　〇
山
下
　誠
治
　
　小
川
　榮
二

　豊
田
新
二
郎
　
　
　小
林
　文
江
　
　髙
松
　佳
美

問
　回
収
不
能
な
市
営
墓
地
管
理
料
債
権
に
つ
い
て

答
　債
権
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、
市
営
墓
地
管
理
料
債
権
７
件
及
び
主
債

権
に
付
随
す
る
支
払
い
遅
延
に
係
る
損
害
金
等
の
支
払
い
請
求
権
を
放
棄
す
る
。

理
由
は
、
債
務
者
が
死
亡
し
、
当
該
債
務
者
の
承
継
人
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明

不
存
在
で
あ
り
、
か
つ
、
消
滅
時
効
の
期
間
が
経
過
し
た
た
め
。
墓
石
は
す
で
に

撤
去
し
、
無
縁
改
葬
済
み
で
あ
る
。山鹿市民医療センター

山鹿市民医療センター（泌尿器科外来）

【
そ
の
他
　主
な
審
査
事
項
】

●
令
和
７
年
度
山
鹿
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
令
和
７
年
度
山
鹿
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算 

●
令
和
７
年
度
山
鹿
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
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問
　住
宅
資
金
等
貸
付
金
の
債
権
放
棄
に
関
す
る
回
収
業
務
内
容
は

答
　滞
納
が
増
え
た
時
点
で
分
納
等
、
償
還
促
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
債
権

者
の
死
亡
、
破
産
、
連
帯
保
証
人
の
死
亡
等
の
理
由
か
ら
債
権
回
収
が
見
込
め
ず
、

債
権
放
棄
を
す
る
も
の
。

問
　今
回
の
条
例
改
正
は
会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
適
用
さ
れ
る
か

答
　職
員
の
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
法
律
の
改
正
が
あ
り
、
そ
れ
に

伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
、
会
計
年
度
職
員
も
同
様
の
適
用
を
予
定
し
て
い
る
。

3/19
開催

総
務
文
教
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
文
教
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

回
収
不
能
な
貸
付
金
の
債
権
放
棄

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
改
正
、

会
計
年
度
職
員
に
も
適
用

◎
松
見
　真
一
　〇
原
　
　芳
郎
　
　永
田
　紘
二
　
　勢
田
　昭
一

　永
田
　壮
拡
　
　古
家
　茂
臣
　
　工
藤
彩
友
美

【
現
地
調
査
】

●
八
幡
地
区
公
民
館
（
山
鹿
市
熊
入
町
２
８
６
番
地
１
）

【
そ
の
他
主
な
審
査
事
項
】

●
山
鹿
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
・
山
鹿
市
消
防
指
令
事
務
協
議
会
の
設
置

現
地
調
査「
八
幡
地
区
公
民
館(

集
会
室)

」

現
地
調
査「
八
幡
地
区
公
民
館
」



　消
防
長

　合
併
時
、
広
域
消
防
本

部
と
し
て
、
条
例
定
数
は

1
0
0
名
、
実
員
数
94
名
、

平
均
年
齢
37
・
8
歳
。
平

成
27
年
、
山
鹿
市
単
独
消

防
と
な
り
、
条
例
定
数
は

85
名
、
実
員
数
81
名
、
平

均
年
齢
38
・
7
歳
。

　消
防
団
合
併
時
、
実
員

　常
備
消
防
、
消
防
団
の

20
年
前
か
ら
現
在
ま
で
の

人
員
変
化
の
体
制
で
市
民

の
安
全
は
守
れ
て
い
る
か
。

消
防
団
員
の
減
少
や
年
齢

上
昇
で
、
救
急
出
動
、
火

災
出
動
等
で
対
応
が
出
来

な
か
っ
た
事
案
は
な
か
っ

た
の
か
。
消
防
職
員
の
若

返
り
増
員
計
画
は
あ
る
の

か
。

消防の現状と今後の課題は
条例定数を目指し市民の安心安全を守る

72025.6

数
2
，
4
1
7
名
、
平
均

年
齢
33
・
4
歳
。
現
在
、

実
員
数
1
，
6
2
5
名
、

平
均
年
齢
39
・
3
歳
。

　令
和
６
年
の
出
動
総
件

数
は
、3
，2
4
2
件
、
火

災
20
件
、救
急
3
，1
0
7

件
、
救
助
28
件
、
そ
の
他

87
件
。
全
て
の
救
急
車
が

出
払
っ
た
ケ
ー
ス
は
35
回

で
あ
る
。

　5
年
間
で
救
急
出
動
件

数
は
着
実
に
増
加
し
、令
和

６
年
は
初
め
て
3
，0
0
0

件
を
超
え
、
過
去
最
多
を

記
録
。
今
後
は
組
織
体
制

の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

　令
和
7
年
度
は
新
規
採

用
5
名
を
予
定
、
職
員
数

83
名
と
な
り
、
条
例
定
数

85
名
を
目
指
し
消
防
団
と

連
携
し
山
鹿
市
の
安
心
安

全
に
繋
げ
て
い
く
。

隈部　賢治　議員
くまべ　　   けんじ

議会だよりでは、紙面の都合上、1人1問の
質問と答弁を要約して掲載しています。

市政のここが聞きたい!市政のここが聞きたい!市政のここが聞きたい!
熱気あふれる
発言の数々は、

本会議場でお聞きく
　ださい。傍聴をお待ち
　　しています。

　一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問う
ものです。３月定例会の一般質問は3月12日、13日の
2日間にわたり行いました。

※QRコードからYou Tubeでの録画配信をご覧いただけます。
質問議員 質問趣旨 掲載 質問議員 質問趣旨 掲載

隈部　賢治

芋生よしや

服部　香代

髙松　佳美

勢田　昭一

消防の現状と今後の課題は

災害級の物価高騰に独自支援を

飼い主のいない猫(野良猫)への対策を！

帯状疱疹ワクチン接種費用助成は可能か

外国人の住民登録者数と窓口対応は

P７

P8

P8

P9

P9

松見　真一

古家　茂臣

高橋　龍一

古川　和博

地域防災計画で新たな取り組みは

計画中の工業団地の進捗状況は

市営住宅の今後の運営方針は

これからの農業地域計画はどうか

P10

P10

P11

P11

一般質問

過去の議会でも質問
令和3年9月
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　市
長

　
国
か
ら
の
事
業
、
物
価

高
騰
・
生
活
支
援
対
策
を

遅
滞
な
く
進
め
て
い
る
。

全
て
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

市
民
生
活
の
安
定
と
向
上

を
図
る
た
め
、
必
要
性
、

緊
急
性
、
将
来
性
等
、

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
、

見
極
め
を
行
い
実
施
し
て

い
く
も
の
。
市
の
財
政
収

入
で
は
、
近
年
の
物
価
や

人
件
費
の
高
騰
な
ど
、
経

済
事
情
の
変
動
に
よ
る
財

政
支
出
の
増
大
に
よ
り
不

足
す
る
事
態
で
、
財
政
調

整
基
金
取
り
崩
し
で
均
衡

を
保
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、

市
独
自
の
支
援
は
考
え
て

い
な
い
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
は
支
援
金

が
あ
り
何
と
か
乗
り
越
え

た
が
、
今
が
一
番
苦
し

い
」
「
自
分
た
ち
に
余
裕

の
な
い
中
、
産
み
育
て
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」

な
ど
と
悲
痛
な
声
が
届
い

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

で
疲
弊
し
た
地
域
経
済
に
、

長
引
く
物
価
高
騰
が
追
い

打
ち
を
か
け
、
住
民
の
暮

ら
し
と
経
営
を
直
撃
し
て

い
る
。
苦
し
む
事
業
者
や

市
民
に
、
「
住
民
の
福
祉

増
進
を
は
か
る
」
と
い
う

自
治
体
と
し
て
の
立
場
で
、

適
正
規
模
と
言
わ
れ
る
額

以
上
に
あ
る
財
政
調
整
基

金
を
活
用
し
、
独
自
の
手

立
て
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

災害級の物価高騰に独自支援を
基金取り崩す状況で考えられない

　市
民
部
長

　
現
在
独
自
の
補
助
は
な

い
が
、
熊
本
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
「
ア
ニ
マ
ル
フ

レ
ン
ズ
熊
本
」
で
無
料
の

手
術
を
行
っ
て
い
る
。
希

望
頭
数
が
多
く
当
市
は
72

％
の
手
術
率
で
あ
る
為
、

「
鹿
本
地
域
動
物
愛
護
推

進
協
議
会
」
に
お
い
て
効

果
的
な
方
策
を
協
議
・
検

討
し
て
い
く
。

　野
良
猫
に
よ
る
糞
尿
や

鳴
き
声
、
敷
地
内
へ
の
侵

入
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、

無
責
任
な
餌
や
り
が
助
長

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

地
域
全
体
の
衛
生
環
境
問

題
と
捉
え
、
避
妊
去
勢
の

手
術
を
施
し
、
無
責
任
な

餌
や
り
か
ら
、
住
民
の
協

力
を
得
て
地
域
猫
と
し
て

見
守
る
こ
と
が
必
要
。
今

後
、
住
民
啓
発
と
手
術
費

用
の
一
部
補
助
が
で
き
な

い
か
。

※
地
域
猫
活
動
と
は
、
地
域

で
お
世
話
を
し
て
一
代
限
り

の
生
を
全
う
さ
せ
野
良
猫
を

減
ら
し
て
い
く
こ
と
。

飼い主のいない猫（野良猫）への対策を！
効果的な方策を検討していく

その他の質問

その他の質問

・質疑「学校給食費物価高騰対策支援
　事業」について
・市の将来像（農業者支援・有機フッ
　素化合物調査）について

•将来ビジョンについて
•人口減少対策について
•ハラスメント対策について

芋生　よしや　議員
いもう

（日本共産党）

服部　香代　議員
はっとり　　かよ

環境省の啓発ポスター
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　福
祉
部
長

　
①
現
在
、
定
期
接
種
の

対
象
者
に
対
し
行
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。
年
度
内

に
65
歳
を
迎
え
る
方
、
及

び
60
歳
か
ら
64
歳
で
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

①
①
国
が
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
た
め
、
本
市
で

も
助
成
し
て
接
種
が
で
き

る
よ
う
、
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
内
容
や
正
し

い
知
識
、
効
果
な
ど
を
十

分
に
理
解
し
た
上
で
、
接

種
が
で
き
る
よ
う
説
明
や

周
知
の
徹
底
が
は
か
れ
る

か
。

②
定
期
接
種
に
該
当
し
な

い
全
額
費
用
負
担
の
50
歳

以
上
の
方
へ
一
部
助
成
の

検
討
が
で
き
な
い
か
。

帯状疱疹ワクチン接種費用助成は可能か
費用7割市助成し、令和7年度より実施

　市
民
部
長

　
外
国
人
住
民
登
録
者
数

は
、
令
和
6
年
4
月
1
日

時
点
4
9
3
人
、
同
年
12

月
31
日
時
点
5
5
7
人
で
、

　昨
年
の
6
月
一
般
質
問

で
、
外
国
人
労
働
者
の
実

態
・
現
状
を
尋
ね
、
「
増

加
傾
向
に
あ
る
」
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。

　平
素
の
通
勤
時
に
も
た

く
さ
ん
の
外
国
人
と
す
れ

違
い
、
年
々
増
え
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。

　本
市
に
お
け
る
外
国
人

の
住
民
登
録
者
数
と
、
窓

口
手
続
き
の
対
応
は
ど
う

行
っ
て
い
る
か
？

外国人の住民登録者数と窓口対応は
多言語映像通訳サービスを使い、案内中

その他の質問

その他の質問

・障害者外出支援タクシー利用助成事業
　について
・学生の為の学習室設置について

・中学校部活動の「地域移行」について
　＜つなぐ視点＞
・ユニバーサルデザインの取り組みについて
　＜まもる視点＞
・給食無償化について＜創り出す視点＞

64
人
の
増
加
。

　
住
民
登
録
の
手
続
き
に

際
し
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
よ
る
多
言
語
映
像

通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
、

様
々
な
手
続
き
を
案
内
し

て
い
る
。

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら

60
歳
未
満
の
方
は
、
国
籍

を
問
わ
ず
、
日
本
の
公
的

年
金
制
度
に
加
入
義
務
が

あ
る
た
め
、
説
明
資
料
配

布
の
ほ
か
、
市
内
隣
保
館

で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
「
日
本
語
教
室
」
の
案

内
文
な
ど
の
配
布
も
行
っ

て
い
る
。

髙松　佳美　議員
たかまつ　　よしみ

勢田　昭一　議員
せいだ　　しょういち

の
障
害
を
有
す
る
方
。
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
に
な
る
方
、

1
0
0
歳
以
上
の
方
。
費

用
の
３
割
を
自
己
負
担
と

し
、
金
額
は
組
換
え
ワ
ク

チ
ン
２
回
で
1
3
，

2
0
0
円
、
生
ワ
ク
チ
ン

１
回
で
2
，
7
0
0
円
と

予
定
。
4
月
中
に
通
知
し
、

地
元
医
師
会
な
ど
と
の
連

携
、
広
報
誌
等
で
定
期
的

に
周
知
す
る
。

　
②
定
期
接
種
に
該
当
し

な
い
年
齢
の
方
に
対
す
る

助
成
は
、
今
後
の
本
市
の

接
種
状
況
や
県
下
14
市
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

（公明党）
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　総
務
部
長

　
①
地
域
防
災
計
画
は
本

市
の
最
上
位
の
計
画
で
あ

り
、
4
年
度
か
ら
毎
年
見

直
し
て
い
る
「
地
区
別
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
も
3
月

末
新
た
な
情
報
に
更
新
し

市
内
全
戸
へ
配
付
。
避
難

所
ト
イ
レ
は
約
50
人
当
た

り
1
個
と
定
め
ら
れ
、
本

　市
の
重
点
施
策
で
行
政

内
部
の
連
携
、
市
民
・
民

間
と
の
共
同
。
組
織
力
強

化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
3
点
を
尋

ね
る

①
山
鹿
市
地
域
防
災
計
画

の
推
移

②
危
機
管
理
監
の
職
務

③
行
政
と
地
域
自
主
防
災

組
織
・
防
災
士
の
連
携

地域防災計画で新たな取り組みは
「地域別ハザードマップ」を全戸配布

　商
工
観
光
部
長

　
地
元
住
民
へ
説
明
会
、

地
権
者
に
整
備
方
針
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
を

実
施
。
現
在
は
、
農
産
計

画
の
策
定
、
用
地
交
渉
に

向
け
た
土
地
の
鑑
定
や
各

種
補
償
額
の
算
定
、
代
替

地
の
調
整
等
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
7
年
度
に
か
け

て
「
基
本
計
画
・
設
計
業

務
」
に
着
手
。
令
和
7
年

度
中
頃
か
ら
用
地
交
渉
、

基
本
設
計
に
基
づ
く
実
施

設
計
、
地
質
調
査
、
水
文

調
査
※
を
実
施
。
令
和
８

年
度
は
農
地
転
用
、
大
規

模
開
発
の
許
可
申
請
、
令

和
９
年
度
か
ら
２
年
か
け

て
造
成
工
事
、
令
和
11
年

度
の
分
譲
開
始
を
目
指
す
。

※
水
文
調
査
と
は
自
然
界
に

お
け
る
水
の
循
環
を
把
握
す

る
為
に
、
地
表
水
や
地
下
水

に
関
す
る
情
報
収
集
調
査

　昨
年
2
月
20
日
、
早
田

市
長
は
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
東
側
に
約

10 

ha
の
新
た
な
工
業
団
地

を
整
備
し
、
令
和
10
年
度

に
完
成
さ
せ
る
計
画
を
発

表
。
少
子
化
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
工
業
団

地
の
整
備
・
企
業
誘
致
は

そ
れ
を
解
決
す
る
重
大
な

事
業
。
発
表
後
の
用
地
交

渉
等
、
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
、
分
譲
に
至
る
ま
で

の
工
程
を
尋
ね
る
。

計画中の工業団地の進捗状況は
令和7年度用地交渉開始、令和11年度の分譲開始を目指す

市
の
指
定
避
難
所
に
お
い

て
は
確
保
で
き
て
い
る
。

併
せ
て
簡
易
ト
イ
レ
も

1
6
0
0
個
備
蓄
し
て
い

る
。

　
②
平
時
は
防
災
関
連
計

画
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備

及
び
見
直
し
、
自
主
防
災

組
織
及
び
学
校
等
へ
の
講

演
・
訓
練
を
通
じ
た
人
材

育
成
。
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
災
害
発
生
時

に
は
災
害
対
策
本
部
長
及

び
副
本
部
長
の
補
佐
な
ど

を
行
う
。

　
③
本
年
４
月
以
降
、

「
山
鹿
市
認
定
防
災
士
制

度
」
を
立
上
げ
、
登
録
さ

れ
た
認
定
防
災
士
と
自
主

防
災
組
織
が
連
携
で
き
る

新
た
な
施
策
を
開
始
。
自

主
防
災
組
織
の
活
性
化
と

防
災
士
の
活
動
機
会
の
増

大
を
促
進
し
て
い
く
。

松見　真一　議員
まつみ　　しんいち

（清風やまが）

古家　茂臣　議員
ふるいえ　　しげおみ

過去の議会でも質問
令和5年3月

地区別ハザードマップ
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　建
設
部
長

　
2
月
末
現
在
、
市
営
住

宅
の
管
理
戸
数
は
1
，

4
2
0
戸
あ
り
、
そ
の
内

空
室
が
1
5
8
戸
で
空
室

　本
市
最
大
規
模
の
久
原

団
地
は
、
老
朽
化
と
入
居

者
の
高
齢
化
も
あ
り
空
室

が
目
立
っ
て
自
治
会
運
営

に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

防
犯
面
を
心
配
す
る
声
も

あ
り
、
本
市
の
市
営
住
宅

の
管
理
状
況
と
今
後
の
運

営
方
針
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

市営住宅の今後の運営方針は
老朽住宅建て替え、用途廃止。需要に即す運営進める

　農
林
部
長

　
①
令
和
２
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
か
ら
農
業
経
営
体

数
は
2
，
2
1
6
で
あ
り

10
年
前
か
ら
28
％
減
。
内

　米
不
足
か
ら
の
食
料
問

題
、
価
格
高
騰
と
心
配
が

強
ま
る
中
、
農
業
基
本
法

に
基
づ
く
市
町
村
に
義
務

付
け
ら
れ
た
地
域
計
画
の

策
定
期
限
が
今
月
末
と
な

る
。
そ
こ
で
3
点
尋
ね
る
。

①
農
業
者
等
の
動
向

②
農
地
の
推
移
及
び
地
域

計
画
策
定
状
況

③
栗
・
筍
ブ
ラ
ン
ド
化
の

進
展
状
況

これからの農業地域計画はどうか
新たな担い手育成、農地集積・集約化を図る

その他の質問

・消火栓の設置状況について
・小中学校の給食費について

訳
で
農
業
所
得
が
主
た
る

経
営
体
は
4
9
3
で
44
％

の
減
、
今
後
さ
ら
に
減
少

見
込
み
で
あ
る
。
全
経
営

体
の
8
割
を
占
め
る
農
外

所
得
が
主
の
経
営
体
1
，

6
3
0
と
併
せ
、
農
業
を

維
持
す
る
施
策
農
地
の
集

積
・
集
約
化
を
一
体
的
に

進
め
て
い
く
。

　
②
農
地
面
積
4
，5
0
3

ha 

10
年
前
か
ら
3
6
6
ha

減
少
し
て
い
る
。
地
域
計

画
の
策
定
作
業
で
は
、
10

年
先
の
目
標
地
図
と
併
せ

て
3
月
末
ま
で
に
公
告
す

る
予
定
。

　
③
栗
・
筍
と
も
生
産
強

化
に
取
り
組
み
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

高橋　龍一　議員
たかはし　  りゅういち

古川　和博　議員
ふるかわ　　かずひろ

（清風やまが）

率
は
11
・
1
％
と
な
っ
て

い
る
。
管
理
状
況
に
つ
い

て
は
、
令
和
4
年
度
よ
り

維
持
管
理
の
業
務
の
一
部

を
民
間
業
者
に
委
託
。
主

な
内
容
は
、
緊
急
修
繕
、

退
室
後
の
確
認
、
空
室
の

修
繕
、
設
備
の
保
守
点
検

の
他
、
高
齢
者
の
見
守
り

支
援
業
務
で
あ
る
。
夜
間
、

休
日
を
含
む
24
時
間
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
受
付
も

可
能
に
な
る
な
ど
入
居
者

の
利
便
性
に
寄
与
し
て
い

る
。
今
後
は
、
老
朽
化
し

た
建
物
の
建
て
替
え
や
用

途
廃
止
も
視
野
に
入
れ
、

需
要
に
即
し
た
市
営
住
宅

運
営
を
目
指
し
て
い
く
。

令和4年3月、令和6年3月
過去の議会でも質問
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令和7年(第2回)3月定例議会における審議結果表

○は賛成　●は反対　欠は欠席

件　　名

議席番号

議員氏名

予算

令和7年度一般会計予算
令和7年度国民健康保険事業特別会計予算
令和7年度後期高齢者医療特別会計予算
令和7年度介護保険事業特別会計予算

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ●

永
田
　紘
二

服
部
　香
代

有
働
　辰
喜

勢
田
　昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川
　榮
二

松
見
　真
一

金
光
　一
誠

古
川
　和
博

山
下
　誠
治

豊
田
新
二
郎

高
橋
　龍
一

隈
部
　賢
治

原
　
　芳
郎

永
田
　壮
拡

古
家
　茂
臣

小
林
　文
江

髙
松
　佳
美

北
原
　和
智

工
藤
彩
友
美

2019181716151413121110987654321

全会一致で原案可決等された議案

賛否が分かれた議案

補
正
予
算

条
　
　
　例

予
　
　算

議
　
　案

人
事

議長は採決に加わりません

議
　
　長

反
　対
　討
　論

芋生　よしや
●一般会計予算　　　　　　　　　　　　　　学校給食施設再編整備事業は、センター方式3000食一括調
理と大規模になるほど、教育効果、食材仕入れ、災害時の配送ルートなどに影響を受ける。安心安全の学
校給食に向け議論を深めるべき。マイナンバー制度は任意取得で義務ではないのに、多額の費用がつぎ込
まれ取得が促されている。障がい者施設入所者など取得できない方、望まない方もいる。マイナ保険証で
はトラブル続発で、全国紙社説で立ち止まれと主張する事態まで起きた。国民に生涯変わらぬ番号をつけ、
個人情報を紐づけし利用できるようにすることは、プライバシー権の侵害もある重大な問題で、制度は廃
止すべきと考えマイナンバー関連予算に反対。
●国民健康保険事業特別会計予算　　　　　　多くが低所得で、加入者自身で支える制度構造そのものが
限界。国保加入者の生活は厳しくなるばかりで、市民からは子どもの均等割減免を求める陳情書も提出さ
れた。国保加入者のいのちくらしを守る観点から、予算に反対。
●後期高齢者医療特別会計予算　　              75歳以上の人を他の世代から切り離し、際限ない負担増と
差別医療を押し付けるもので、制度そのものに反対。
●介護保険事業特別会計予算　　　              第9期事業計画で国が示すまま13階層にし最高53,592円の
負担増にした、介護保険が始まって以来約2倍と、負担が増すばかりで反対。

令和６年度山鹿市一般会計補正予算（第９号）
令和６年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和６年度山鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和６年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
山鹿市職員定数条例の一部を改正する条例
山鹿市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
山鹿市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
山鹿市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
山鹿市一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
山鹿市職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例
山鹿市税条例及び山鹿市都市計画税条例の一部を改正する条例
山鹿市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
山鹿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例
山鹿市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
山鹿市町並み景観保全地区における防火上の措置等に関す
る条例の一部を改正する条例
山鹿市水道の布設工事監督者の配置及び資格の基準等を定
める条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

令和７年度六郷財産区特別会計予算
令和７年度城北財産区特別会計予算　
令和７年度稲田財産区特別会計予算
令和７年度山鹿市水道事業会計予算
令和７年度山鹿市病院事業会計予算
令和７年度山鹿市下水道事業会計予算
令和７年度山鹿市農業集落排水事業会計予算
権利の放棄について
権利の放棄について
有明広域行政事務組合・山鹿市消防指令事務協議会の
設置について
熊本広域行政不服審査会を共同設置する地方公共団体
の数の増加及び熊本広域行政不服審査会共同設置規約
の一部変更について
市道路線の認定について
市道路線の廃止について
副市長の選任について
教育委員会委員の任命について
公平委員会委員の選任について
監査委員の選任について
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市政に初めて触れる経験をしました。個人的に
大変関わりのある内容で、頼もしい議員さんに
今後の期待も膨らみました｡（山鹿 20代女性）

初めての傍聴をしました。今までは関係者しか傍聴できない
と思っていたのでよかったです。厳粛な感じで見ていて緊張
したが、質問に丁寧に解りやすく答弁され感動した。質問の
準備等大変だったろうと思う。市政がとても身近に感じられ、
未来の山鹿市が良くなっていくことを切に願います。次の議
会には友人にも声をかけたい。（山鹿 60代女性）

議会は公開を原則としていますのでどなたでも傍聴することができます。
・傍聴をされる際は５階本会議場入口で受付をしてください。
・団体で傍聴を希望される場合は事前に議会事務局にお申し出ください。

※定例会は原則として3月・6月・9月・12月に開かれ、行政に対する一般質問も行います。
　　日程や一般質問等の詳細は、議会事務局（0968-43-1634）にお尋ねください。

次回の定例会は6月6日（金）開会の予定（都合により変更となることがあります。）6 月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

開会全国市長会

質疑・一般質問通告締切

質疑・一般質問　予算決算委員会　　　　　　　　　建設経済委員会　市民福祉委員会

総務文教委員会　　　　　　　　　予算決算委員会

閉会

議運
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※議会においでになりませんか？　お待ちしています!!
議場ってこんなところです。お子様連れでも501会議室で安心して傍聴ができます。

３月定例会 
傍聴席からこんなお声をいただきました。
貴重なご意見ありがとうございました。

明確な答弁が得られる一般質問であ
ってほしい。内容と実際のやり取り
が合ってないと感じ、内容が不理解
なものがあった。（山鹿 60代）

市長から山鹿市将来ビジョンを具体
的に示してほしかった。女性議員が
増えました。ハラスメントや子育て
等身近な課題を大いに議論してくだ
さい。（山鹿 70代男性）

人生で初傍聴。「人口減少に歯止めをかけなけ
ればならない」と市が訴えかけていますが、ス
ピード感がなく、本当に人口減少対策があるの
かわからなかった。（山鹿 30代）

市民にはもっと議会で取り上げて
欲しい問題があり、様々なことを
取り上げて欲しい。（山鹿 80代）

女性議員が増えたので関心が高まり
誘い合って傍聴。議員は「お尋ねし
ます」ではなく突っ込んでほしい。
それも明るく、”これでもか！これ
でもか！”と言っていくことが大事。
　（菊鹿・鹿北 70代女性）

女性議員が５人に増え、今後の活動
に期待する。人口の半分は女性なの
だから（山鹿 70代）

議会をcheck!議会をcheck!

501会議室議場
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議会の主な動き
6日

12日
13日
15日
16日
19日

6日

12日
13日
14日
20日

26日

5日

12日
13日

14日
17日
18日
19日
21日

25日
26日

27日

（月）

（日）
（月）
（水）
（木）
（日）

（木）

（水）
（木）
（金）
（木）

（水）

（水）

（水）
（木）

（金）
（月）
（火）
（水）
（金）

（火）
（水）

（木）

仕事始め式
年賀あいさつ式
全員協議会
広報広聴委員会
山鹿市消防団出初式
二十歳のつどい
百歳到達者表敬訪問
熊本県市議会議員研修会
新市誕生20周年記念式典

当選議員事務連絡会議
初当選議員説明会
後期高齢者医療広域連合定例会・全員協議会
当選議員事務連絡会議
百歳到達者表敬訪問
臨時会
全員協議会
議会運営委員会

３月定例会開会
全員協議会
広報広聴委員会
３月定例会質疑・一般質問
３月定例会質疑・一般質問
広報広聴委員会
予算決算委員会
建設経任委員会
市民福祉委員会
総務文教委員会
予算決算委員会
広報広聴委員会
議会運営委員会
３月定例会閉会
全員協議会
百歳到達者表敬訪問

編

集

後

記

1
月

2
月

3
月

【人事案件】
＜副市長＞
市長から提出された｢副市長の選任」については、
次のとおり同意しました。
　　山鹿市中　　　　　　　阿蘇品　貴司　氏

＜教育委員会委員＞
市長から提出された「教育委員会委員の任命」に
ついては、次のとおり同意しました。
　　山鹿市蒲生　　　　　　　立山　和宏　氏

＜公平委員会委員＞
市長から提出された「公平委員会委員の選任」に
ついては、次のとおり同意しました。
　　山鹿市菊鹿町　　　　　　佐藤　公俊　氏

＜監査委員＞
市長から提出された「監査委員の選任」について
は、次のとおり同意しました。
　　熊本市北区植木町　　　　木村　三洋　氏
　　（議会選出）　　　　　　勢田　昭一　氏

＜選挙管理委員会委員及び同補充員＞
　委員
　　　山鹿市西牧　　　　　　池尻　尚光　氏
　　　山鹿市方保田　　　　　緒方　浩介　氏
　　　山鹿市鹿北町　　　　　東　栄二郎　氏
　　　山鹿市鹿本町　　　　　冨田　幸誠　氏
　補充員
　　　山鹿市菊鹿町　　　　　徳永　次郎　氏
　　　山鹿市中　　　　　　　木下香屋子　氏
　　　山鹿市寺島　　　　　　渡邊　和代　氏
　　　山鹿市鹿央町　　　　　原　   弘文　氏

＜熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員＞
　　　　（議長）　　　　　　有働　辰喜　氏
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